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スポーツビズの１か月の動きを伝える「SPORTS BIZ PRESS」。 

スポーツビズ所属のアスリートやスポーツ文化人の最新の活動や携わるプロジェクトをご紹介します。 

●悲願の優勝! 佐藤琢磨「インディ500 」で日本人初の快挙 

 佐藤琢磨(アンドレッティ・オートスポート)が5月28日に開催

された「インディ500 」で優勝を飾りました。  

 インディカー・シリーズ参戦8シーズン目の今季、佐藤はアン

ドレッティ・オートスポートの充実したチーム体制のもとで安

定した速さを見せており、第6戦となる「インディ500 」での初

優勝が期待されていました。佐藤は残り5周でトップに立つと、

追撃を振り切り、トップでチェッカーフラッグを受けました。 

 世界三大レースのひとつで、101 回の開催となる伝統のレース

を日本人が制したのは初。歴史的な快挙を成し遂げました。 

～試合後、佐藤のコメント～ 

「昨年までの4年間、素晴らしい経験を与えてくれたAJフォイト、

そして素晴らしい機会を与えてくれたマイケル・アンドレッ

ティ、みんなに感謝しています。ずっとサポートして下さった

スポンサーのみなさん、信じて応援し続けてくれたファンの

方々、本当にありがとうございます。この偉大な勝利を大変光

栄に思います。」 
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● 伝説に残るチームを! 中田久美率いる全日本女子チーム本格始動 

 中田久美率いるバレーボール全日本女子チームは、味の素ナ

ショナルトレーニングセンターで合宿中。5月26日には記者会

見と公開練習が行われ、多くのメディアが集まりました。 

 中田監督は「今シーズンの強化ポイントは5つ。スピード、正

確性、連携、桁外れの集中力、世界に負けない強さ。今シーズ

ンは非常に時間がない中でのチーム作り。試合をやりながらの

チーム作りになります。このスタッフと一緒に協力し合いなが

ら、あくまでも勝ちにこだわり続け、2020 年伝説に残るチーム

を作り上げたい」と語りました。 

 中田監督の全日本はどんなチームとなっていくのか。木村沙

織引退後のチームの柱に成長するのはだれか。初戦は、7月7日

開幕の「ワールドグランプリ・オランダ大会」対タイ戦です。 

●琢磨に続け!「TAKUMA KIDS KART CHALLENGE 2017」 

復興支援の活動を全国に広げるためにスタートし、今年で4年目を迎

える本プロジェクト。佐藤のレースにおける考え方を未来ある子ども

たちに発信し、モータースポーツを通じて夢の実現をサポートします。

対象サーキット（全国8か所）でのタイムトライアルチャレンジは10

月まで。予選を勝ち上がった上位40名はFINAL大会へ進出。FINAL大

会での上位10名を「ACADEMY」に 

ご招待！佐藤による直接指導が受け 

られます。 

※本件関連記事はスポーツビズが運営する、アスリートのための応援メディア「GATHER」でもご覧いただけます。 
https ://sjgather.com/news/201705311700 /  

https://sjgather.com/news/201705311700/
https://sjgather.com/news/201705311700/
https://sjgather.com/news/201705311700/
http://takumakidskart.com/
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●新発売！パートナーと連動した商品開発が好評 

● 「岩崎恭子CUP静岡招待スプリント選手権水泳大会」10/1 静岡県富士市で開催 

 昨年30回を迎えた、歴史ある「静岡招待スプリント選手権水泳大会」（㈳静

岡県水泳連盟、㈱静岡新聞・静岡放送㈱主催）。静岡県出身、14歳で出場した

バルセロナ五輪で金メダルを獲得した岩崎恭子の名前を冠し、県内のジュニア

競技者の増加と世界の頂点に立つ選手の輩出を目指します。 

 この大会では、静岡県内の小中高生と一般の選手が、自由形、平泳ぎ、バタ

フライ、背泳ぎを５０メートルで競い、タイム上位者は招待選手の五輪出場選

手など一流スイマーと決勝で対戦。岩崎も参加し、大会を盛り上げます。 

 岩崎は「自分自身も参加していた大会であり、2020 年東京で活躍する選手

が育ってほしい」と語っています。 

※大会ご協賛、お問い合わせは 担当  須河（スガワ）（sugawa@sports -biz.co.jp ）まで。 

● 「2020 に向けた修学旅行」プログラムのテスト運用開始 

～近畿日本ツーリスト×東京都観光汽船×ＣａＳｐｏ 連動企画～ 

 東京を訪れる修学旅行生を対象に、 2020 年東京五輪に向けた学習

機会を提供する旅行プログラムのテスト運用が始まりました。 

 2020 年東京五輪開催に向けて整備が進む国際メディアセンター、選

手村や各競技会場が集中する有明地区を貸切観光船で巡りながら、オ

リンピアン、パラリンピアンとのトークセッションを開催、アスリー

トとの交流を通じて「スポーツ」の興味・関心の向上を図ります。 

 運用は、2020 年東京五輪のオフィシャル旅行サービスパートナーで

ある近畿日本ツーリスト㈱、東京都観光汽船㈱とスポーツビズ

(CaSpo)が連携して行います。修学旅行で東京を訪れる学校がオリン

ピック・パラリンピックに関わるプログラムを求めるケースも増えて

おり、こうした要望に応える教育企画として、2018 年春から本格実施

を予定しています。 

八木沼純子監修 
「フィギュアシェイプガードル」 

大神雄子オリジナルモデル 
iPhoneケース「Palmo」  

勅使川原郁恵プロデュース 
「空飛ぶパンプス撥水バイカラー」 

スポーツシューズスペシャリストとして、

軽さと歩きやすさを徹底的に追求。空飛

ぶサンダルもショップチャンネルで発売。 

https://www.shopch.jp/BrandPrdSho

w.do?brandCode=07529  

はいて歩いてすっきりシェイプアップ！

日本テレビ「久本雅美のこれぞにっぽ

ん」にて紹介されました。 

http://korezo.ntv7.jp/hisamoto/produ

ct04.html  

大神も愛用の「Palmo 」はドイツ「レッド

ドット・デザイン賞」を受賞。日本の

「グッドデザイン賞」とダブル受賞。 

https://makers.ecbb.jp/html/palmo -

ohgayuko.html  

    

スポーツ専門 アスリート派遣サイト「ＣａＳｐｏ」 

１４７ｃｍの小さな巨人。リオ五輪男子マラソン 
カンボジア代表。 『猫ひろし』  
出演依頼はCaSpoへ 
http://www.caspo.jp/profile/neko_hiroshi/  

    

スポーツメディア『Sports  Japan  Gather』今月の注目記事はこちら！ 

亜耶バネッサのキャリアアップ・結婚・出産・子育
て体験記Vol.10 （最終回）【アスリートは恋愛して
プライベートを充実させたほうが頑張れる！】 
https://sjgather.com/magazine/201705291700/  
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スポーツビズの海外ネットワークから寄せられたスポーツ関連トピックスをピックアップしました。 

ＣＨＩＮＡ 

ＥＵＲＯＰＥ 

Shota KANDA Sports Biz Euro Branch Alpes Planning Japon 
  http://apjapon.biz 

【世界一優勝が難しいヨットレース、 アメリカズ・カップ】 

【スキー未来会議に参加～インバウンド客をどう取り込むか～】 

現在、北大西洋のバミューダ諸島で、最も歴史が古く優勝するのが非常に困難と言われるヨットの国際大会が行われている。その大
会とは、１８５１年に初めて行われたアメリカズ・カップ。なぜ、アメリカズ・カップと呼ばれるようになったか。その由来は、第
一回大会の優勝艇であるアメリカ号からきており、その後、１３２年間で２４回防衛し続けたことで、アメリカズ・カップと言う名
称が付けられた。  
なぜ優勝が困難かというと、理由はいくつかある。 
まず、規則は勝者が決めるという大原則に法って、大会第一回目の勝者、アメリカチームが次のレースの場所を決定する権限を持っ
た。それ以来、１３２年間自国ニューヨークヨットクラブで大会を開催することになった為、ヨーロッパや南半球の国々から参戦す
る船は大会に出場する前に大西洋や太平洋を横断せざるを得なかった。それゆえ、当初からアメリカ艇より頑丈に作ることを余儀な
くされ、軽量化が難しくなってしまった。その後、貨物船での輸送が可能となり、また造船技術も進化したため、アメリカチームが
１３２年間保持してきたカップを、１９８３年に初めてオーストラリアチームが獲ることとなった。この時代からルールも徐々に変
化し、アメリカチームが完全に有利な規則から脱却した。 
優勝が困難な理由の大きな要素は、莫大な資金源が必要であることだ。最先端の造船技術を駆使しなければならないことはもちろん
のこと、その為に何十艇ものプロトタイプを作りながら試行錯誤を繰り返し、理想の船に仕上げる。それに関わるクルーやロジス
ティック等、百名近いチームを数年間雇うことにもなり、大きな資金力が不可欠となる。その中で国を挙げて戦ったのが、第３２回
勝者であるスイスのアリンギチームだ。アリンギチームはスイス伝統の精密機器分野の誇りという後押しを受けて、スイスの国家予
算からも援助を取り付け、見事初優勝した。海なし国のスイスが初めてアメリカズ・カップをヨーロッパ大陸にもたらしたのだ。 
アメリカズ・カップの基本的なルールの１つは、勝者が挑戦者と一対一で対戦することだ。つまり、挑戦艇が多数の場合は、本戦の
前に大会を行い、栄えある一艇に選ばれなければならない。それが昨年の１１月に日本の福岡で行われたルイ・ヴィトンカップの最
終大会だった。船の長さや幅も全艇一緒であるが、細かな操作方法は変更できる。今大会斬新な技術を搭載したのは、チームニュー
ジーランドだ。船の油圧システムを作動するために、ニュージーランドチーム以外のチームは全て腕力でグラインダーを回すところ
を、ニュージーランドチームのみ自転車レーサーを起用して足の力で油圧システムを作動すると言う開発を行っていた。 
６月中旬、前回優勝者のオラクル・チームアメリカと対戦するのはどのチームになるか、そしてこの世で優勝が最も難しい大会に勝
利するチームはどこか？結果が楽しみだ！ 

 先月、当コラムを掲載させて頂いているスポーツビズの主催による「スキー未来会議」に招待を受け参加した。中国に本社をおく

スポーツマーケティング事業を行ってきた弊社が、日本での法人を立ち上げたのが2015 年、スポーツをきっかけに中国の方に日本へ

の旅行を促すべく模索しながら取り組んでいる。複雑な日中関係がある一方で、中国人の訪日旅行者数も順調に増加してきており

2016 年には630 万人を超え、全体における割合は実に約30％（国別ランキングでは1位）を占めており、もはや中国人の観光客は日

本にとって大のお得意様となっている。スキー未来会議では、1998 年のピーク時には1800 万人いたスキー人口が、2015 年には750

万人にまで減少しており、スキー人口の減少からくる産業の衰退をどう食い止めていくか、一方、訪日外国人の消費動向調査では約

20％の方がスキーやスノーボードをしたいと回答しており、さらに2022 年の冬季五輪が北京・張家口市での開催機運（※1）もあり、

潜在的需要の見込まれる中国からのインバウンド客をどう取り込んでいくかが議論された。 

 では、具体的にどうすれば中国人の方にスキーを楽しんでもらえるのだろうか。筆者も中国からのインバウンド客を取り込むため

の施策を日々考えているものの、幾つかの壁があるのを感じる。一つは、情報発信が容易でない。せっかく各スキー場で中国語での

紹介などもあるものの、その存在を知ってもらう（検索してもらう）にはどうするべきなのか。テレビCMなどは価格を考えても非現

実的であるし、ドラマなどはネット配信の動画で済ませる今どきの中国人にテレビCMが効果的とも思えない。中国国内で浸透してい

るSNSや、むしろECサイトなどの方がよっぽど効果的なのではとも感じる。二つ目は、情報が本当に中国人観光客の立場に立ったも

のか。この点は、未来会議に登壇した日中スノー産業交流協会の代表である王氏も、「日本人観光客のために作られたパンフレット

を中国語に訳したものが多い」と話していたように、個人旅行が増加している中国人観光客が使いやすい内容（※2）にしていかなけ

ればならないと思う。空港から駅までのアクセス方法や、乗車券＋特急料金のシステムは初めての外国人にはわかりづらくストレス

に感じることもあると聞く。 

弊社では現在、情報発信上感じている課題を解決すべく、中国人に向けた情報発信のソリューション構築を進めている。スノー産業

が本格的に中国人観光客を取り込むには、銀聯カードが使えることなど、旅行が見込まれる適切な相手に対し発信していくことが重

要なのではと考える。 

 

※1 中国では、冬季五輪の開催を受け、ウィンタースポーツへの参加者を2025 年までに3億人に拡大させることを目標に掲げており、

徐々に学校教育などにもスキーが盛り込まれている。 

※2 乗り換えの方法や、JR自動券売機のボタン表示など、

写真付きで中国語で切符の購入の仕方を細かく解説（右図） 
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